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【
品
川
・
書
記
・
吉
田
ゆ
め
通

信
員
】
4
月
15
日
、
品
川
区
立
荏

原
平
塚
総
合
区
民
会
館
「
ス
ク
エ

ア
荏
原
」
に
て
、
第
61
回
定
期
大

会
を
代
議
員
1

2
5
人
の
参
加

で
開
催
し
ま
し

た
。当

日
朝
は
、

強
烈
な
春
の
嵐
に
来
賓
・
参
加
者

の
足
下
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、

濱
野
品
川
区
長
を
は
じ
め
、
各
会

派
の
議
員
や
共
闘
団
体
、
本
部
、

南
部
ブ
ロ
ッ
ク
の
来
賓
の
方
々
が

駆
け
つ
け
て
く
だ
さ
り
、
祝
辞
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

午
後
か
ら
の
分
散
会
で
は
『
組

合
役
員
の
後
継
者
育
成
に
つ
い
て

〜
仲
間
と
の
信
頼
関
係
を
築
き
な

が
ら
〜
』
を
テ
ー
マ
に
9
分
散
会

に
分
か
れ
て
討
議
を
し
、
活
発
な

発
言
と
多
く
の
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
。

最
後
に
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
確

認
し
、
新
書
記
長
の
ガ
ン
バ
ロ
ー

三
唱
で
、
大
会
は

成
功
裏
に
終
わ
り

ま
し
た
。

新
4
役
は
次
の

皆
さ
ん
で
す
。
委

員
長
・
野
村
和
好
。
副
委
員
長
・

関
口
浩
助
、
津
田
光
久
。
書
記
長

・
小
林
紀
久
夫
。
書
記
次
長
・
新

関
仁
、
乳
井
薫
、
小
島
毅
。

【
大
田
・
書
記
・
平
山
裕
也
通

信
員
】
4
月
15
日
、
大
田
区
産
業

プ
ラ
ザ
に
お
い
て
第
63
回
支
部
定

期
大
会
を
1
5
6
人（
来
賓
含
む
）

の
参
加
で
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
大
田
区
長
を
は
じ
め
、

多
く
の
御
来
賓
に
出
席
い
た
だ
き

き
、
ま
た
ア
ス
ベ
ス
ト
原
告
団
の

特
別
報
告
や
大
田
支
部
か
ら
建
築

カ
レ
ッ
ジ
に
入
学
す
る
上
小
園
さ

ん
の
決
意
表
明
も
あ
り
ま
し
た
。

議
案
討
議
で
は
組
合
の
メ
リ
ッ

ト
を
事
業
所
に
積
極
的
に
伝
え
る

こ
と
が
必
要
な
ど
、
参
加
者
か
ら

意
見
や
質
問
が
活
発
に
出
さ
れ
、

有
意
義
な
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

提
案
さ
れ
た
議
案
と
ス
ロ
ー
ガ

ン
、
新
年
度
役
員
等
は
参
加
者
全

員
の
拍
手
で
全
て
承
認
さ
れ
、
閉

会
し
ま
し
た
。

同
時
に
開
催
し
た
拡
大
出
陣
式

で
は
、
全
分
会
が
拡
大
目
標
達
成

に
向
け
た
決
意
表
明
を
行
な
い
、

全
体
で
意
思
統
一
を
し
ま
し
た
。

な
お
新
4
役
は
以
下
の
通
り
。

委
員
長
・
葛
西
政
之
。
副
委
員
長

・
井
澤
典
一
、
日
原
敏
也
、
関
根

泰
則
。
書
記
長
・
川
島
環
。
書
記

次
長
・
千
葉
充
、
安
藤
信
也
、
平

山
裕
也
。

カレッジ新入生の上小園さんが決意表明（大田）

【
港
・
書
記
・
御
﨑
誠
人
通
信

員
】
4
月
10
日
、
駐
健
保
会
館
に

て
第
64
回
港
支
部
定
期
大
会
が
、

代
議
員
42
人
、特
別
代
議
員
16
人
、

総
数
58
人
の
参
加
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

小
宮
文
雄
委
員
長
は
開
会
の
あ

い
さ
つ
で
、
昨
年
の
組
織
建
設
の

取
り
組
み
や
転
倒
防
止
器
具
取
付

事
業
へ
の
参
加
、
建
設
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
と
仕
事
確
保
と

賃
金
・
単
価
を
引
き
上
げ
る
こ
と

が
必
要
と
述
べ
ま
し
た
。

来
賓
あ
い
さ
つ
の
中
で
、
武
井

区
長
か
ら
は
、
区
民
の
住
宅
要
求

と
区
民
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
開
催
し

て
い
る
住
宅
デ
ー
の
実
践
、
区
民

ま
つ
り
を
は
じ
め
と
し
た
区
内
イ

ベ
ン
ト
や
学
校
行
事
な
ど
へ
の
参

加
、
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
募
金

活
動
な
ど
、
港
区
政
へ
の
貢
献
に

感
謝
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。ま
た
、

4
月
に
東
京
土
建
港
支
部
お
よ
び

全
建
総
連
東
京
都
連
港
地
区
協
議

会
と
家
具
転
倒
防
止
器
具
取
付
に

関
す
る
覚
書
を
締
結
し
た
こ
と
に

つ
い
て
、
建
築
を
熟
知
し
て
い
る

私
た
ち
建
設
職
人
・
労
働
者
が
家

具
転
倒
防
止
器
具
の
取
り
付
け
事

業
へ
参
加
す
る
こ
と
で
、
効
果
的

に
災
害
を
未
然
に
防
ぎ
、
区
民
の

安
全
を
守
る
こ
と
に
な
る
と
、
私

た
ち
へ
の
期
待
が
語
ら
れ
ま
し

た
。新

4
役
は
以
下
の
皆
さ
ん
。
委

員
長
・
石
井
正
。
副
委
員
長
・
川

﨑
久
則
、
清
水
弘
之
。
書
記
長
・

出
井
章
史
。
書
記
次
長
・
軍
司
有

紀
乃
、
御
﨑
誠
人
。

武井港区長からは組合への
期待が寄せられた

【
西
東
京
・

書
記
・
湯
本
大

樹
通
信
員
】
第

58
回
支
部
定
期

大
会
は
、
こ
も

れ
び
ホ
ー
ル
で

代
議
員
93
人
、

来
賓
27
人
で
開

催
さ
れ
ま
し

た
。
平
和
と
民

主
主
義
を
守

り
、
増
税
・
社

会
保
障
改
悪
と

改
憲
を
許
さ

ず
、
建
設
産
業

民
主
化
と
地
域
に
信
頼
さ
れ
地
域

に
根
付
い
た
群
・
分
会
・
支
部
を

つ
く
り
、
「
組
織
拡
大
・
確
立
強

化
の
3
カ
年
計
画
」
の
2
年
目
も

運
動
を
前
進
さ
せ
、
2
0
2
0
年

を
安
定
し
た
1
7
5
0
人
支
部
を

建
設
す
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し

た
。松

本
洋
平
衆
議
院
議
員
他
、
都

議
、
昨
年
に
引
き
続
き
市
議
会
か

ら
も
よ
り
多
く
の
会
派
か
ら
参
加

い
た
だ
き
ま
し
た
。
公
契
約
条
例

に
向
け
た
運
動
、
建
退
共
の
普
及

に
つ
い
て
な
ど
活
発
な
発
言
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

新
4
役
は
次
の
皆
さ
ん
。
委
員

長
・
唐
鎌
昭
二
。
副
委
員
長
・
上

野
勝
、
本
間
益
仁
、
佐
藤
正
広
。

書
記
長
・
関
真
太
郎
。
書
記
次
長

・
島
崎
慶
一
、
石
島
淳
。

【
小
平
東

村
山
・
書
記

・
横
山
賢
介

記
】
4
月
9

日
小
平
市
福

祉
会
館
に

て
、
第
2
回

小
平
東
村
山

支
部
定
期
大

会
を
開
催
し

ま
し
た
。
大

会
に
は
、
代

議
員
・
特
別

代
議
員
あ
わ

せ
た
89
人
の

ほ
か
、
本
部
や
多
摩
北
ブ
ロ
ッ
ク

各
支
部
、
共
闘
団
体
や
地
元
議
員

な
ど
27
人
の
来
賓
の
方
々
が
参
加

し
ま
し
た
。

全
体
会
で
は
、
基
調
報
告
と
決

算
・
予
算
の
討
議
が
行
な
わ
れ
、

「
役
員
定
年
制
の
確
認
と
支
部
・

分
会
が
連
携
し
た
後
継
者
発
掘
」

「
新
た
な
城
（
新
事
務
所
）
の
下

で
の
運
動
推
進
・
強
化
」
「
3
0

0
0
人
支
部
の
早
期
実
現
」
「
住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
と
公
契
約
条

例
制
定
運
動
の
前
進
」
「
土
建
国

保
を
守
り
、
消
費
税
増
税
・
憲
法

改
悪
阻
止
運
動
の
具
体
化
」
の
5

つ
の
柱
を
元
に
活
動
を
進
め
て
い

く
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

分
科
会
の
中
で
は
、
「
建
設
キ

ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
」
に
関

し
て
期
待
や
懸
念
の
声
が
多
く
聞

か
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
大
会
終
盤

で
は
、
表
彰
や
役
員
選
出
の
後
、

大
会
決
議
案
・
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
採

択
が
さ
れ
ま
し
た
。

新
4
役
は
次
の
と
お
り
。
委
員

長
・
井
上
清
一
。
副
委
員
長
・
小

平
隆
男
、
新
井
信
道
、
飛
田
重
夫
、

関
田
眞
。
書
記
長
・
石
塚
一
広
。

書
記
次
長
・
山
下
正
徳
、
増
田
邦

彦
、
近
藤
祐
樹
。

本部・支部大会表彰者の皆さん（西東京）

【
清
瀬
久
留
米
・
書
記
・
本
島

厚
司
記
】
4
月
1
日
、
第
50
回
定

期
大
会
を
清
瀬
ア
ミ
ュ
ー
ホ
ー
ル

で
1
0
6
人
（
代
議
員
75
人
、
特

別
代
議
員
16
人
、
来
賓
15
人
）
の

参
加
で
開
催
し
ま
し
た
。

昨
年
提
案
さ
れ
た
「
仲
間
づ
く

り
運
動
」
を
さ
ら
に
前
に
進
め
る

大
会
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

分
会
で
の
呼
び
か
け
に
よ
り
、
新

た
な
若
手
の
参
加
も
あ
り
ま
し

た
。
組
織
・
後
継
者
分
科
会
に
参

加
し
た
若
手
代
議
員
の
「
活
動
に

参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
て
、
土
建

の
良
さ
を
知
っ
た
。
他
の
仲
間
に

も
良
さ
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
」

と
の
発
言
が
印
象
的
で
し
た
。

委
員
長
と
副
委
員
長
3
人
が
交

代
し
、
非
専
従
書
記
次
長
も
選
出

さ
れ
た
新
年
度
の
新
4
役
は
次
の

と
お
り
。
委
員
長
・
前
川
達
夫
。

副
委
員
長
・
尾
芦
富
雄
、
川
村
裕

也
、
笹
原
康
弘
、
五
十
嵐
留
夫
。

書
記
長
・
小
田
澤
陽
一
。
書
記
次

長
・
川
本
尚
之
、
砂
川
恵
、
山
内

高
広
、
本
田
将
。

【
村
山
大

和
・
書
記
・

植
木
博
一
通

信
員
】
第
51

回
村
山
大
和

支
部
定
期
大

会
が
4
月
15

日
、
東
大
和

中
央
公
民
館

大
ホ
ー
ル
で

行
な
わ
れ
ま

し
た
。
当
日

の
参
加
者
は

1
1
8
人
、

来
賓
は
7
人

で
し
た
。

基
調
報
告
に
お
い
て
、
3
年
連

続
の
増
勢
を
報
告
。
ま
た
、
公
契

約
運
動
で
は
、
4
土
建
と
地
域
建

設
3
組
合
が
「
多
摩
西
北
地
区
協

議
会
」
を
立
ち
あ
げ
、
条
例
制
定

の
足
が
か
り
を
作
っ
た
事
や
ア
ス

ベ
ス
ト
訴
訟
で
の
勝
利
報
告
な
ど

を
行
な
い
、新
年
度
方
針
提
案
で
、

2
0
0
0
人
回
復
と
事
業
所
対
策

を
重
点
課
題
と
し
て
取
り
組
む
こ

と
を
確
認
し
ま
し
た
。

午
後
の
分
科
会
で
は
専
門
部
ご

と
に
分
か
れ
て
専
門
部
議
案
に
つ

い
て
活
発
な
討
論
が
さ
れ
、
そ
の

後
の
全
体
会
で
各
分
科
会
の
報
告

の
後
、
大
会
決
議
・
ス
ロ
ー
ガ
ン

の
確
認
、
今
回
は
大
和
東
分
会
よ

り
、「
オ
ス
プ
レ
イ
配
備
反
対
」の

特
別
決
議
が
出
さ
れ
、
満
場
一
致

で
採
択
し
ま
し
た
。最
後
は
、50
周

年
の
行
事
の
成
功
に
向
け
、
団
結

ガ
ン
バ
ロ
ー
で
終
了
し
ま
し
た
。

今
年
度
の
新
4
役
は
次
の
通

り
。
委
員
長
・
渡
辺
貞
夫
。
副
委

員
長
・
宮
澤
良
明
、
相
山
昇
司
、

荻
野
輝
明
、
書
記
長
・
藤
田
智
宏
。

書
記
次
長
・
平
野
隆
之
、
唐
澤
孝

輔
、
植
木
博
一
。

求

人

小
平
東
村
山
、
西
東
京

清
瀬
久
留
米
、
村
山
大
和

南部ブロック南部ブロック
出
陣
式
も
同
時
開
催

多
摩
北
ブ
ロ
ッ
ク

多
摩
北
ブ
ロ
ッ
ク

大
田
ア
ス
ベ
ス
ト
報
告
も

港、品川、大田

１
７
５
０
人
支
部
へ

村山大和 事業所対策が重点
オスプレイ反対も

西
東
京
計
画
２
年
目
も
運
動
前
進

区
へ
の
貢
献
が
評
価

港
器
具
取
付
事
業
に
期
待

５つの柱で活動推進
小平東村山 新事務所は「城」

新
委
員
長
は
前
川
さ
ん

清
瀬
久
留
米
「
仲
間
作
り
」さ
ら
に

後
継
育
成
が
テ
ー
マ

品
川
９
分
散
会
で
討
議


